
医療介護の現場が抱える困りごと（課題）解決を通じた、新たな
ビジネス機会の創出を目指す表題のプロジェクト（裏面参照）につ
いて、試作品開発・実証に取り組む製品を「座った人を簡単に乗
せられる車椅子」（裏面参照）に決定。聖隷袋井市民病院、特別養
護老人ホームディアコニア、株式会社ジェネシス、ふくろい産業
イノベーション推進協議会（ふくろい産業イノベーションセンターの設置主
体）の四者で「多（異）業種連携ものづくりプロジェクトチーム」
を結成し、試作品開発・実証への取組をスタートしました。
チーム結成及び取組の開始にあたり、本協議会会長の大場規之
袋井市長から、「このような身近な課題を解決していくことも、
本協議会・本センターの重要な役割だと考えます。今回の取組が、
現場課題の解決をはじめ、ビジネス機会の創出や地域の活性化に
まで結び付き、一つのモデルとなれば本当に素晴らしいですね。
大いに期待しています。」と激励の言葉をいただきました。
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「医療介護現場アイデア実現ものづくりＰＪ」
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R05.08.17／袋井市役所
ＰＪチームメンバー（聖隷袋井市民病院・株式会社ジェネシス・特別養護老人ホームディアコニア）と大場市長



●聖隷袋井市民病院 ※表面写真左から１、２人目

春日三千代看護部長・豊田貴信リハビリテーション室長

本プロジェクトは、業種を超えた連携、ネットワークの広がりという点でも
大変有用なものだと考えています。
9/16開催の「第14回せいれい看護学会学術集会」（於：聖隷クリスト
ファー大学、開催テーマ：異業種コラボレーションと私たちの看護の未来）
のシンポジウムでも、本取組について紹介する予定です。

●株式会社ジェネシス ※表面写真右から３人目

古田義久代表取締役

各施設を訪問し、現場スタッフの方や利用者の
皆さんの様々な声を聴かせていただいたことで、
様々な発見や気付きを得ることができ、製品の
イメージや規格がより明確なものとなりました。
それを踏まえて、創意工夫を重ね、試作品の
設計・開発を進めていければと思います。

●特別養護老人ホームディアコニア ※表面写真右から１、２人目

梅田和寛施設長・眞野純一副施設長

現場の経験や工夫だけではなく、新たな技術・製品を取り入れていくこと
で、負担軽減や入居者のＱＯＬ向上につながっていけばと思います。
今回の取組には大いに期待しています。
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プロジェクトチームメンバーのコメント

【右図】試作品開発・実証に取り組む「製品アイデア」
【下図】本プロジェクト全体取組イメージ


